
一
八
○
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
起
草
者
の
言
明
は
、
家
族
に
対
す
る

切
な
い
ほ
ど
の
憧
慌
と
称
揚
の
熱
気
に
満
ち
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ

｝
一
ス
が
い
み
じ
く
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
近
代
市
民
革
命
の
結
果
、
「
勝
利

を
収
め
た
の
は
、
個
人
主
義
な
の
で
は
な
く
、
家
族
な
の
で
あ
る
」
。
様
灸
な

中
間
団
体
が
否
認
さ
れ
た
後
も
、
家
族
は
国
家
と
個
人
の
間
に
介
在
し
て

「
国
の
苗
床
」
の
役
割
を
求
め
ら
れ
、
家
族
の
精
神
は
民
法
典
全
体
の
基
調

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
家
族

は
固
有
の
存
在
を
も
つ
実
体
を
樅
成
せ
ず
、
単
な
る
「
法
的
な
個
人
間
関

係
」
に
還
元
し
尽
さ
れ
て
い
る
。
社
会
学
的
に
見
れ
ば
、
家
族
が
一
種
の
集

団
的
存
在
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
が
、
一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
法

は
家
族
を
団
体
的
に
扱
う
術
を
知
ら
な
か
っ
た
。

Ｒ
・
テ
リ
ー
が
教
示
す
る
よ
う
に
、
家
族
に
は
三
種
の
法
律
概
念
が
存
在

す
る
。
伝
統
的
概
念
（
個
人
主
義
的
概
念
）
と
団
体
的
概
念
と
扶
養
に
関
す

る
概
念
（
世
帯
）
で
あ
る
。
一
九
三
○
年
代
か
ら
、
民
法
典
自
体
と
諸
種
の

特
別
法
の
中
に
、
家
族
に
関
し
て
団
体
的
色
彩
を
帯
び
た
概
念
が
多
数
出
現

し
て
く
る
。
他
方
、
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
か
け
て
、
「
立
法
研

究
会
」
は
「
家
族
の
法
人
格
に
関
す
る
法
律
案
」
を
発
表
す
る
。
こ
の
法
案

家
族
史
と
私
の
関
心

フ
ラ
ン
ス
家
族
法
史
の
視
座
か
ら

－

大
野
博
実

は
、
家
族
に
法
人
格
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
的
に
は
ヴ
ィ
シ
ィ
政

府
の
唱
え
る
家
族
の
強
化
運
動
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
法
案
の
報
告
者
で
あ
る
Ｒ
・
サ
ヴ
ァ
テ
ィ
エ
自
身
が
、
後
に
、

国
家
の
全
体
主
義
的
傾
向
に
対
し
、
法
人
化
さ
れ
た
家
族
を
家
族
構
成
員
に

と
っ
て
防
波
堤
と
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
主
張
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

微
妙
に
変
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
家
族
法
人
論
を
直
ち
に
ナ
チ
ス
的
国
家

観
に
基
づ
く
も
の
と
断
じ
る
こ
と
は
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
の
評

価
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
と
も
あ
れ
、
家
族
法
人
論
に
は
、
家
族
に
対

す
る
法
人
格
の
付
与
が
家
族
の
強
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
重
大
な
誤
謬
が
内

在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
法
人
格
の
本
質
を
誤
解
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
云
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
は
我
が
国
（
殊
に
穂
積
八

束
）
の
「
家
」
法
人
論
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
な
り
一
般
に
流
布

し
た
思
考
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
家
族
法
に
お
け
る
夫
（
父
）
中
心
主
義
の

建
前
へ
の
偏
向
と
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
法
改
正
に
お
け
る
男
女
平
等
へ

の
志
向
と
を
対
比
さ
せ
て
見
る
と
き
、
家
族
法
人
論
は
、
家
族
の
団
体
性
を

強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
夫
（
父
）
の
権
威
に
制
限
を
加
え
る

一
契
機
と
な
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
の
意
図
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
法
人
論
を
法
人
思
想
史
で
あ
る
と
同

時
に
家
族
思
想
史
で
も
あ
る
も
の
と
し
て
追
究
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
付
記
）
詳
細
は
、
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
法
人
諭
二
’
三
」
早
大
法
研

論
集
四
一
’
四
五
号
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

（
千
葉
大
学
・
法
社
会
学
）
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